
完成縦断図
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○国営大井川用水地区の赤松幹線水路落差工（伊太谷川注水部）の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（伊太発電所）
い た

：静岡県島田市
： 893kW 
： 4,300MWh
： 17.0m3/s   
： 6.22m          
： 23億600万円
：平成25年7月
：国営かんがい排水事業

（大井川用水地区）
：大井川土地改良区ほか３土地改良区

設置箇所

伊太発電所

小水力発電施設

現況縦断図

農業用水 発電用水（農業用水に従属）期別水量

流
量

(m3/s)
6.823 m3/s

19.035 m3/s 18.951 m3/s
18.228 m3/s

17.000 m3/s

6.823 m3/s

※

※発電最大使用水量

6.323 m3/s
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

水流

落差工(1)

落差工(2)

落差工(3)

発電機
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小水力発電の事例（細島発電所）

○大井川用水志太幹線水路の落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県島田市
： 54.9kW 
： 268MWh
： 4.50m3/s   
： 2.06m
： 1億5,200万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（大井川Ⅰ期地区）
：大井川土地改良区

細島発電所全景

発電用水（農業用水に従属）農業用水期別水量

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

6.818 m3/s

※発電最大使用水量

6.420 m3/s 6.196 m3/s

2.612 m3/s 2.612 m3/s2.474 m3/s

※ 4.500 m3/s

イメージ図

1号機水車部

ほ そ じ ま
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小水力発電の事例（西方発電所）

○大井川用水菊川幹線水路の円筒落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県菊川市
： 169kW 
： 966MWh
： 4.80m3/s   
： 4.90m          
： 6億4,000万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（新エネ大井川右岸地区）
：大井川右岸土地改良区

位置図

西方発電所全景

発電所概要

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

4.815 m3/s4.683 m3/s

3.397 m3/s

1.757 m3/s

3.632 m3/s

1.757 m3/s

イメージ図

【拡大図】

シリンダーゲート
ヘッドタン
ク

⽔中タービン⽔⾞

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

に し か た
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小水力発電の事例（伊達方発電所）

○大井川用水菊川幹線水路の落差工の落差を利用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年 間 発 電 可 能 量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：静岡県掛川市
： 142kW 
： 858MWh
： 4.70m3/s   
： 4.30m          
： 5億900万円
：平成28年5月
：地域用水環境整備事業

（新エネ大井川右岸地区）
：大井川右岸土地改良区

位置図

伊達方発電所全景

発電所概要

Ｂ：伊達方発電所

期別水量

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10
月

11
月

12
月

4.749 m3/s4.645 m3/s

3.368 m3/s

1.749 m3/s

3.587 m3/s

1.749 m3/s

イメージ図

【拡大図】

シリンダーゲート
ヘッドタン
ク

⽔中タービン⽔⾞

農業用水 発電用水（農業用水に従属）

だ て か た
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発電所

羽布ダム【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力

年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

小水力発電の事例（羽布ダム小水力発電所）
は ぶ

：愛知県豊田市
： 880kW 
： 3,857MWh
： 3.0m3/s   
： 40.09m
： 9億4,400万円
：平成28年12月
：地域用水環境整備事業

（羽布ダム地区）
：愛知県

○国営矢作川農業水利事業で整備された羽布ダムの落差を利用した小水力発電施設

発電所全景

発電用水（ダムからのかんがい用水放流や維
持放流等に従属）

期別水量

発電設備

発電所

導水管

放流棟

羽布ダム小水力発電所

流
量

(m3/s)

有効落差
40.09m

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3.0 m3/s

河川放流量
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【発電所諸元】

○国営矢作川総合第二期地区の分水工落差を活用した小水力発電施設

位 置
最 大 出 力
年間可能発電電力量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：愛知県安城市篠目町
： 41kW
： 306MWh
： 0.9m3/s 
： 5.86m
： 2億1,800万円
：平成29年10月
：国営総合農地防災事業

（矢作川総合第二期地区）

：明治用水土地改良区

小水力発電の事例（中井筋発電所）
な か い す じ

期別水量

流
量

(m3/s)
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.96m3/s

※発電最大使用水量

10.41 m3/s

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

工業用水

中井筋 工業分水工

農業用水

【平面図】

小水力発電

【縦断図】

【上流から見た工業分水工】

【発電機(写真上が上流)】

0.96 m3/s0.96 m3/s 0.96 m3/s

77



小水力発電の事例（中勢用水小水力発電所）

○国営中勢用水地区の安濃ダムの河川放流管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：三重県津市
： 338kW
： 938MWh
： 0.80m3/s     
： 60.6m   
： 3億8,000万円
：平成28年4月
：地域用水環境整備事業

（中勢用水地区）
：中勢用水土地改良区

発電施設

（河川）注水口

（発電）放水口

ち ゅ う せ い よ う す い

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

三重県

（河川）注水口

（発電）放水口

発電放流管

河川放流管

発電施設

期別水量

発電用水（ダムからの河川放流及び
かんがい用水放流に従属）
※下図は１０年平均で河川放流量は

毎年変化

発電設備

0.80 (m3/s)

0.24 (m3/s)

発電施設

安濃ダム
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小水力発電の事例（青蓮寺用水発電所）

○国営青蓮寺用水地区の導水管を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：三重県名張市
： 183kW
： 507MWh
： 0.75m3/s     
： 37.0m   
： 2億8,800万円
：平成28年9月
：国営かんがい排水事業

（青蓮寺用水地区）
：青蓮寺用水土地改良区

し ょ う れ ん じ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

Q=4.00m3/s
Q=2.24m3/s Q= 5.685m3/s Q=2.24m3/s

期別水量

流
量

(m3/s)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

0.75 m3/s
※発電最大使用水量

0.10 m3/s

1.60m3/s
1.39 m3/s

0.90m3/s

0.12 m3/s

発電用水（ダムからのかんがい用水の取水に従属）

0.75 m3/s

0.10 m3/s

青蓮寺ダム
管理：水機構

小水車大水車

発電所
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高時頭首工

高
時
川

保延寺持寺

洞戸

石道

3号落差工

4号落差工

尾山

小山

高野

○農業用水（中央幹線用水路）の落差を有効活用した小水力発電施設を整備

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：滋賀県長浜市
： 22kW
： 98MWh
： 4.51m3/s
： 2.95m
： 9,800万円
：平成28年10月
：地域用水環境整備事業

（湖北地区）
：湖北土地改良区

小水力発電の事例（湖北中央幹線３、４号発電施設）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量
(m3/s)

Q=11.276m3/s

Q=2.490m3/s

農業用水

水車発電機（３号落差工）

水車発電機（４号落差工）

発電用水（農業用水に従属）
※発電最大使用水量

Q=10.189m3/s

Q=3.200m3/s

Q=4.223m3/s

水車発電機
（オープン型横軸クロスフロー水車）

滋賀県

中央幹線縦断模式図

水車発電機

こ ほ く

※Q=4.51m3/s
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